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合意書締結団体

寄贈締結団体 246団体
提供締結団体 307団体
行政・社協 61団体
市民団体 246団体

（子ども食堂・居場所・施設・
福祉関係）

フードドライブ回収拠点（常設）
135カ所

賛助会員寄付状況

団体会員 214団体 681口
681万円

個人会員 302人 1674口
1,674,000円

寄付
2022年度 12,093,673円
累計 66,078,536円

寄贈食品計 40.1㌧

企業・生協等 26.6㌧

フードドライブ 13.5㌧

寄付金購入 0.0㌧

提供食品計 309回 44.8㌧

行政・社協 67回 8.4㌧

地域フードバンク 90回 21.8㌧

こども食堂等 127回 11.2㌧

施設・福祉・外国
関連

25回 1.7㌧

10月

基本情報 2022年度の累計 （2021年度寄贈287㌧提供270㌧）

寄贈 211.5㌧前年同月比159％ 提供 214.6㌧前年同月比156％

提供数、提供重量ともに大幅に
増加。提供重量が過去最大、前
年比200％となるも、寄贈量が確
保できているため、十分対応で
きている。

寄贈重量は前月を下回るものの、
40㌧を超えて前年比188％となっ
た。年間の累計も200㌧を上回っ
た。これは昨年度より3カ月ほど
早いペースとなっている。

提 供（出庫）

紙幅に限りがあり、
敬称略で報告します。

寄 贈（入庫）

○事業者寄贈
コカ・コーラボトラーズジャパン
（飲料）、山崎製パン（ﾊﾟﾝ）、
相鉄ローゼン（米）、ミツハシラ
イス（米）、日本農産工業（卵
スープ）、ファンケル（発芽玄
米）、セブン＆アイ・ﾌｰﾄﾞｼｽﾃﾑ、
セカンドリーグ神奈川、ユーコー
プ、他

○防災備蓄品
工藤建設、横浜市福祉サービス協
会、横浜市総務局、横浜ゴム、横
浜信用金庫、レイズネクスト、岡
谷エレクトロニクス、みなとみら
い二十一熱供給
○フードドライブ
イトーヨーカドー(26店舗）、無
印良品（39店舗）、そうてつﾛｰｾﾞ
ﾝ、イオン、髙島屋、向洋電機土
木、明治安田生命保険、第一生命
保険、三井住友信託銀行上大岡支
店、ｽｽﾞｷ自販湘南、金泉寺、JA横
浜（磯子支店）、日本ｻﾗﾔ、日本
新薬、JA横浜磯子支店、栄区役所、
ﾕｰｺｰﾌﾟ組合員、ﾕｰｺｰﾌﾟ湘南1ｴﾘｱ会、
神奈川県庁、横浜労福協wai!wai!
ﾌｪｽﾀ、連合神奈川、他

○米一合運動/プロジェクト
横浜労福協、横浜労福協協力会、
横浜市水道局労組、他

〇行政・社協・委託 19団体
横浜市・区社協、相模原市、横浜市
母子寡婦福祉会、川崎市母子寡婦福
祉協議会、相模原市、横須賀市、鎌
倉市、厚木市、海老名市、秦野市、
葉山町、藤沢市社協、平塚市社協、
綾瀬市社協、二宮町社協、他

〇地域のフードバンク 36団体
スマイルネットありがとう、く
ろーばーマーケット、カナン・キ
リスト教会、お福わけの会、報徳
食品支援センター、ココロにたね
まき、食支援ネットかながわ、ユ
ナイテッドかながわ、ビーバーリ
ンク、FBふじさわ、FB浜っ子南、
神奈川ﾌｰﾄﾞﾊﾞﾝｸ･ﾌﾟﾗｽ、他

〇こども食堂居場所等 80団体
こども食堂ごはんだよ、なかよし
大船こども食堂、キッズカフェ杉
田、アフリカヘリティジコミュニ
ティ、RCB大口夢、ひまわり、こ
どもすまいる食堂、おもいやりカ
ンパニー、となりのれすとらん、
アスリード、他

〇福祉・病院・外国関係 15団体
ブラジルSoridario、スマイルオブ
キッズ（リラの家）、自立援助
ホーム湘南つばさの家、小山高齢
者支援センター、相模、カラー、
たすけあいゆいゆいキッチンえく
ぼ、神奈川ゆめ社会福祉財団、他

メッセージ

子どもたちとともに
～もったいないをわかちあい・ありがとうへ～

を地域に広げる

公益財団法人 横浜YMCA
本部事務局開発チーフディレクター 石川晴美様

横浜YMCAの保育園では、定期的にフードドライブ

に取り組んでいます。園内で各家庭から寄附された食

品は、子どもたちによってボランティアの方々のもと

に届けられ、コロナによってアルバイト収入が減って

しまった留学生や、フードバンクかながわをはじめと

した地域のフードバンク事業にお渡ししました。次々

と寄せられる食品を前に子どもたちも職員も「もった

いない食べ物ってたくさんある」ということに気づき

ます。そして子どもたちは集められた食品が、さまざ

まな人たちの協力によって必要としている人に届き、

活用されていくことを体験的に感じるのです。一番身

近な「食べもの」からフードロス、貧困、環境といっ

た社会課題を、日常の中で身近に感じるきっかけに

なっています。

2022年度も保育園のほかアフタースクールやケアプ

ラザなど様々なYMCA拠点で、フードドライブやフー

ドパントリーを行ってい

ます。子どもも大人もボ

ランティアとして関われ

るこの活動を通して、地

域の方々と共に自分たち

の暮らす地域を見つめな

おす取り組みを広げてい

きます。

❤お米や乾麺、調味料などは消費サイクルが早いので日々
の食事で本当に助かってます。災害用保存食は高いので自
分で買うのをためらっていましたが、こちらで頂く事が増
え、自然と備蓄になってます。地震が増えてきましたが、
精神的に安心できます。お菓子は子供達がとても喜びます。
冷食を頂いたときは、帰りが遅くなった時の為にかなり心
強かったです。このハンバーグ美味しい！！と子供たちが
とても喜んでいました。😊
（NPO法人フードバンク浜っ子南 ご利用者様より）

❤想像以上に多くの食材を支援していただいて、

驚きとともに、ここまで学生のことを考えて頂
き、感謝の気持ちで一杯になりました。ひとり
暮らしで度々起きる地震に不安感を持っていま
したが、普段使える食材だけではなく、防災
グッズにもなる食材も含まれていたのがありが
たかったです。支援していただいた分、それ以
上に恩返しをしたいと思いました。本当にあ
りがとうございました。😊

❤家を売って生活保護
を利用するしかない
と思っていましたが、
無料で食品を頂くこ
とができ、何とか暮
らせるようになりま
した。ありがとうご

ざいます。😊

食品のご寄贈・ご寄付をありがとうございます。
食品支援を利用されている方々からのありがとうの声を一部
ご紹介します。皆様の「もったいない」と「わかちあい」の気

持ちが「ありがとう」につながっています。

横浜市の姉妹都市ウクライナの
オデーサ市の柔道ｸﾗﾌﾞの子どもたちと
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フードバンクかながわ
ホームぺージ

10月のフードバンク
10月も新規のフードドライブの取り組みが広がりました。フードドライブがおおぜいの方
に浸透してきたようで、回収拠点にはたくさんの方々からの食品が集まってきています。
10/15（土）に大通り公園で開催されたヨコハマwai!wai!ﾌｪｽﾀで実施されてたフー
ドドライブでは、270個、169㎏の食品が集まりました。フードドライブ品は行政・社協、
地域のフードバンク、子ども食堂等を通じて必要とされる方々に配布されています。お
一人お一人のご支援によってフードバンク事業を通じた分かちあいを広げていきましょう。

藤沢市御所見民生委員の皆様

たくさんの米や冷凍食品が届いています

～新たなフードドライブの取り組みが広がっています～

JAさがみ女性部の皆様

明治安田生命保険
横浜支社様

横浜高島屋様（10/15,16 ）1階フロアにて

◆フードバンク活動最新情報
（一社）全国フードバンク推進協議会

代表理事 米山 廣明さん

三井住友信託銀行
上大岡支店様

女性による女性のため
の相談会＠かながわ
実行委員会食品配布

日本農産工業様より
卵スープのご寄贈

WEショップさかえ店
様フードドライブ

横浜そごう様（10/28）地下2階フロアにて

初めての開催にもかかわらず、会場にお買い物等にお越しの皆様、従業員の皆様からたくさん
の食品をご提供いただきました。

１０/１５ヨコハマwai！wai！フェスタにて
フードドライブを開催し多数の方々に食品を
提供いただきました。ありがとうございました。

フードバンクかわさき
代表 高橋実生さん

クラウドシステムを活用し、
誰もが参加できるしくみづく
りを目指しています。ボラン
ティアで行っている作業が仕
事になれば、働く場としての
フードバンクの可能性が広が
るとお話しいただきました。

報徳食品支援センター
理事長 本岡俊郎さん

冷凍総菜の取り扱いを拡充
し、提供食品の質の向上を目
指しています。受領団体とは
食品配布に関する合意書を交
わすなど、最終受領者へ配る
食品の安全管理の重要性につ
いてお話しいただきました。

全国に広がる
フードバンク・
フードパント
リーの活動の現
状と展望につい
て米山さんに伺
い、県内で活動
する地域のフー
ドバンク３団体
から活動紹介と、
課題を提起いた
だき、共有しま
した。

ワンエイド 理事長 松本篝さん
理事 石塚惠さん

住まいや食、生活に関する相談
を月200件以上に対応しています。
行政、社協、包括、地域との連携
を広げ、支援が必要な人達を地域
でサポートする中での課題を提起
いただきました。

神奈川県庁様よりフー
ドドライブ品

2022年度第１回 フードバンク・フードパントリー情報交換会 開催報告
2022年10月20日（木）Zoom開催 参加者64名

日本協同組合連携機構の皆様
による体験研修が行われました

横浜ベイシェラトン
従業員の皆様による
フードドライブの様子

神奈川トヨタ自動車様

横浜市より
災害用粉
ミルク缶を
頂きました

セブン＆アイHのSDGｓ活動が
Tverで放映され、フードドラ
イブも取り上げられています
2022年11月末まで視聴可能
https://tver.jp/episod

es/epln9k0ip2?utm_camp

aign=epln9k0ip2&utm_me

dium=web_lp

https://tver.jp/episodes/epln9k0ip2?utm_campaign=epln9k0ip2&utm_medium=web_lp

